
中経連の委員会体制の見直しについて

1

1. 背景・概要

3. 見直しに向けたタイムライン

・ビジョンおよびアクションプランを実現するための、優先的に取り組むべき事項の見直し（体制整備）
※アクションプランの新たな取り組み（「製造業のスマート化」、「広域圏の統治機構検討」など）を
遂行できる体制の整備

※委員会の体制については今後も環境変化に応じて柔軟な見直しを実施する

2. 見直しの目的

・組織内外の状況変化に合わせ、2017年および2023年度に委員会体制の見直しを実施。その後も
経済・社会情勢は大きく変化しており、現行の委員会体制には見直しの余地がるものと思料。また、
「中部圏ビジョン2050」および作成中の「中期活動指針ACTION 2030」を実現させるうえで適切な
推進体制の整備が必要であることから、体制の見直しについて検討することとしたい。

・2/3  正副会長会議  意見交換
・3/25  正副会長会議  意見交換
・5/19  正副会長会議  最終案の提示

 理事会   見直し案の承認
 総合政策会議  委員長の選任（総会での理事選任を前提）

2025年2月3日
（一社）中部経済連合会
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委員会

経済

税制

産業・技術

エネルギー・環境

イノベーション

国際

地域活性化

観光

社会基盤

企業防災

物流

人材育成

〇見直し案（イメージ）

委員会 ポイントおよび変更点

経済 ・25年度のテーマは「製造業のスマート化」
→社会システム変革へのプロセス・具体的な取り組み等の検討

税制

産業・技術 ・脱炭素技術の社会実装に向けた産学官連携の推進など

エネルギー・環境 ・エネルギー・環境政策に関する国・自治体への要望活動
・エネ基本計画への提言（数年ごと）

イノベーション ・ガレージ運営は中部圏イノベーション推進機構中心に対応

国際

地域活性化 ・地域づくりに関する取組み（地域会員の意見集約機能の強化）

観光

社会基盤

防災 ・公助に関する取り組みまで活動領域を拡大（名称変更）

物流

人材 ・育成に限定しない取り組みを実施（名称変更）

※「広域圏の統治機構の調査研究」は事務局にて実施
「次世代モビリティ」は事務局活動としてプラットフォーム活動に参画・関与
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